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We focus on the role of the fair trade towns movement to revitalize the Kitakyushu City.  
The collaborations among the different stakeholders took place in the process of making 
fair trade towns in Japan.  We can expect to revitalize the city by the bottom-up style 
and to create a sustainable city through the movement.  However, a perception survey 
about fair trade in Kitakyushu City has shown the issues such as the improvement of 
the perception gap about fair trade among the different age groups and the necessity 
to increase the number of shops dealing in fair trade products. 
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ン運動は、瞬く間に世界中に広がり、20 年の歳月を経た現在、その数は世界中で 2000 を
超えるまでに成長している 1。日本でも 2021 年 1 月現在、6 つの都市がフェアトレードタ
ウンとして認定されている。認定された順に記載すると、熊本市（2011 年）、名古屋市（2015


















































八幡東区、八幡西区、若松区の 7 つの区によって構成される。人口は 93 万 9450 人（2020
年 1 月 1 日現在）であり、福岡県内では福岡市に次いで 2 番目に人口が多い。また、全国
に 20 存在する政令指定都市の一つでもある。  
北九州市の歴史はそれほど長くはない。実は、北九州市は門司市、小倉市、戸畑市、八
幡市、若松市の 5 市が対等合併する形で 1963 年に発足した自治体であり、いわば人工的
に作り出された町である。合併案は 1934 年、1943 年、1947 年にも提案されてきたが、





























計画（UNEP）の「グローバル 500 賞」を受賞するとともに、2011 年には経済協力開発機
構（OECD）からグリーン成長都市に認定されている。また、2018 年には OECD から「SDGs
推進に向けた世界のモデル都市」に選ばれるとともに、同年には国からも「SDGs 未来都













































って英国フェアトレード財団が 5 つの基準を策定した。それを示したのが表 3-1 である。 
 











































































































































































































 まず、回答者の人数、性別、居住区、年代についてみてみよう。表 4-1 にある通り、回




10 代が 23 人、20 代が 17 人、30 代が 23 人、40 代が 28 人、50 代が 17 人、60 代以上が
29 人となっており、ある程度バランスの取れた結果となった。 
 
表 4-1 区ごとの男女別・年代別回答数（人） 




























門司区 8 14 22 
2 3 1 1 0 1 2 0 2 0 3 7 
小倉北区 12 29 41 
3 4 1 1 1 2 6 4 7 7 2 3 
小倉南区 5 16 21 
2 0 1 0 1 1 4 3 2 3 1 3 
戸畑区 6 12 18 
1 2 0 1 2 0 1 0 2 4 1 4 
八幡東区 2 14 16 
0 0 0 1 1 0 0 0 3 5 2 4 
八幡西区 2 11 13 
0 0 0 1 0 1 1 0 3 3 2 2 
若松区 2 4 6 
0 1 0 0 1 0 1 0 1 1 0 1 
 合計 37 100 137 
8 10 3 5 6 5 15 7 20 23 11 24 
 
 さて、フェアトレードの知名度はどれほどだろうか。質問４は FTFJ が全国数か所で行
っている項目と同じ問い方をした。FTFJ では、フェアトレードについて「知らない」と
答えた人の割合を全体から引いた率を知名度としているが、2020 年の調査では全国平均
は 54.3％（男性 54.4％、女性 54.3％）という結果であった[渡辺、2021]18。表 4-2 に示さ










表 4-2 質問 4（認知度）に対する回答 











男性 18 (48.6%) 8 (21.6%) 8 (21.6%) 3 (8.1%) 37 
女性 41 (41.0%) 10 (10.0%) 29 (29.0%) 20 (20.0%) 100 
合計 59 (43.1%) 18 (13.1%) 37 (27.0%) 23 (16.8%) 137 
 








表 4-3 質問 4 に対する回答の区ごとの割合（％）（男性、女性欄は人数） 
  門司区 小倉北区 小倉南区 戸畑区 八幡東区 八幡西区 若松区 
知らない 54.5  48.8  33.3  50.0  25.0  15.4  83.3  
男性 4 6 1 4 0 1 2 
女性 8 14 6 5 4 1 3 
見聞きした、知
らない 
22.7  7.3  23.8  0.0  18.8  15.4  0.0  
男性 2 2 3 0 0 1 0 
女性 3 1 2 0 3 1 0 
見聞きした、知
っている 
18.2  34.1  23.8  16.7  25.0  46.2  16.7  
男性 2 4 0 0 1 0 0 





4.5  9.8  19.0  33.3  31.3  23.1  0.0  
男性 0 0 1 1 1 0 0 
女性 1 4 3 5 4 3 0 
 
次に、表 4-4 が示す年代別の知名度を見てみよう 19。まず、10 代における知名度は 69.6％
で、全国調査の 63.4％を上回る数字となった。この高い知名度は表 4-5 の結果からわかる
通り、学校の授業でフェアトレードについて学んだからであると言える。全国調査でも同
じ結果が出ており、教育現場にフェアトレードがかなり浸透していることがわかる。次に、




後重要である。意外であったのは 20 代、40 代、50 代での知名度である。20 代での知名
度は 35.3％と全年代で最も低く、全国調査とはおよそ 25 ポイントもの開きがある。20 代
でなぜこれほどまでに低い結果が出たのかは、今後考察する必要がある。40 代と 50 代に
関しては、知名度はそれぞれ 75.0％と 70.6％であり、極めて高い結果となった。全国調査





表 4-4 質問 4 に対する回答の年代別割合（％）（男性、女性は人数） 




全体 30.4 64.7 47.8 25.0 29.4 62.0 
男性 2 8 1 2 2 3 





全体 8.7 17.6 17.4 14.3 5.9 13.8 
男性 2 2 0 2 0 2 





全体 60.9 11.8 30.4 21.4 35.2 10.3 
男性 4 0 2 0 2 0 







全体 0 5.9 4.3 39.3 29.4 13.8 
男性 0 0 0 1 2 0 
女性 0 1 1 10 3 4 
  
  
男性 8 10 3 5 6 5 
女性 15 7 20 23 11 24 
知名度 69.6 35.3 52.2 75.0 70.6 38.0 
 
 では、フェアトレードをどこで知ったのかについて、表 4-5 をもとに年代別にきっかけ
を見てみよう。上述したように、10 代では圧倒的に学校での授業がきっかけとなっている。









表 4-5 質問 5 に対する回答の年代別人数 
  10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代以
上 
合計 
授業 12 1 1 1 0 0  15 
テレビ 1 3 3 1 1 0  9 
インターネット 1 0 1 3 3 1 9 
新聞 0 0 2 1 0 4 7 
書籍 0 0 0 2 0 1 3 
カタログ 0 0 1 1 0 0 2 
店頭 1 1 2 3 1 0 8 
イベント 1 0 1 2 3 1 8 
知人・友人 0 1 0 4 2 3 10 




































































その結果は、以下の表 4-7 の通りである。 
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表 4-7 北九州市内フェアトレード産品取扱店舗（2020 年 3 月時点） 
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か。実は、前述の FTFJ によるフェアトレードタウン認定基準の基準 5 にはさらに細かな
指標があり、フェアトレード産品を 2 品目以上置いている店舗を 1 店舗としてカウントす
ることになっている。ただし、1 品目しか置いていない場合には 0.5 店としてカウントで
きる。また、人口が 3 万人以上の自治体であれば、人口 1 万人につき 1 店舗が必要とされ、
フェアトレードの推進と普及を目的とした店舗が少なくとも 1店舗必要であると定められ
ている。 
北九州市の場合、73 店舗のうち、2 品目以上を置いているのは 61 店舗で 12 店舗は 1 品
目しか置いていない。そのため、合計は 67 になる。北九州市の人口はおよそ 94 万人であ


































































10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代以上 
質問２ あなたの性別について教えてください。（必須） 
男性 女性 答えたくない 
質問３ あなたのお住まいはどちらですか？（必須） 






のきっかけ】を以下の 14 の選択肢の中から一つ選んでお答えください。（必須） 
新聞 テレビ ラジオ 雑誌 インターネット SNS 通販カタログ 店頭 
書籍 学校の授業（講義、教科書を含む） イベント 知人・友人との会話 家
族との会話 その他 










製品店 エスニック・ショップ スーパー コンビニ デパート 生活協同組合
（生協）（店舗以外での購入も含む） その他の商店 カフェ・レストランなど 




コーヒー 紅茶／ハーブティー ジュース ワイン チョコレート クッキー
／菓子 バナナ ドライフルーツ カレー／香辛料 衣類 服飾雑貨／アクセ
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サリー 石鹸や化粧品 手工芸品（バッグ、ロウソク、財布など） その他 
質問９ あなたの居住地の近くにフェアトレード産品／製品を置いている場所があります
か。 

























1）2020 年 10 月末時点でフェアトレードタウンの数は 2064 である（Fair Trade 
International の発表による。最終閲覧日：2021 年 1 月 11 日 
＜http://www.fairtradetowns.org/＞）。 
2）以上の数値は北九州市公表のデータによる。最終閲覧日 2021 年 1 月 15 日 
＜https://www.city.kitakyushu.lg.jp/files/000898006.pdf＞。 
3）以下のサイトを参照。最終閲覧日：2021 年 1 月 20 日＜https://uub.jp/rnk/sei_n.html
＞。 
4）米村勇飛「新規出店 市が『伴走』 空き店舗解消へ補助制度 北九州市 1 年半で 16
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店」『西日本新聞』（北九州版オンライン）、2019 年 9 月 16 日。最終閲覧日：2021 年 1
月 14 日＜https://www.nishinippon.co.jp/item/n/543486/＞。 
5）47 News「コロナで地方移住 、結局進まない理由 テレワークに悲鳴  都心マンショ
ンへ回帰」最終閲覧日：2021 年 1 月 22 日 
＜https://news.yahoo.co.jp/articles/b72e5fbf9e9ea8ef63ca623247118553f2c659de＞。 
6）土井ゆきこ氏へのインタビューによる（2017 年 11 月 30 日、名古屋市）。 
7）一橋大学のフェアトレード推進サークルが、フェアトレードによる国際協力と、大学
が位置する国立市の活性化を目的に始めた取り組み
（https://machichoco.jimdofree.com/、最終閲覧日：2021 年 1 月 20 日）。 
8）長坂、前掲書、170-171 頁ならびに筆者による磯野昌子氏へのインタビュー（2017 年
9 月 27 日、逗子市）。 
9）高校生と大学生を対象とした教育プログラムである「フェアトレード・ユース・プログ
ラム（FTYP）」も逗子市によって行われている（磯野氏のインタビューから）。 
10）原田さとみ氏へのインタビューから（2017 年 12 月 1 日、名古屋市）。 
11）2020 年 11 月 29 日に開催された FTFJ による第 3 回オンラインミーティングから得
た情報。 
12）本稿では触れないが、2021 年 1 月現在、日本に 3 つあるフェアトレード大学のうち
の一つ。他は浜松市にある静岡文化芸術大学と札幌市にある北星学園大学である。 
13）詳しくは、リアルエコノミーのサイト参照 
（https://hre-net.com/syakai/kyoiku/48524/、最終閲覧日：2021 年 1 月 20 日）。 
14）2020 年 11 月 29 日に開催された FTFJ による第 3 回オンラインミーティングから得
た情報。 
15）磯野昌子氏へのインタビュー（2017 年 9 月 27 日、逗子市）。 
16）原田さとみ氏へのインタビュー（2017 年 12 月 1 日、名古屋市）。 
17）フェアトレード胡麻に関しては、原田氏へのインタビューから（2017 年 12 月 1 日、
名古屋市）。 
18）なお、2020 年の調査では、対象を 70 代にまで広げており、従来とは調査対象の年齢
幅が異なっている。ここでは、70 代を含めない従来と同じ 60 代までの結果をもとに補
正された数字を引用させていただいている。 
19）FTFJ が行った 2015 年の調査では、全国の知名度は 10 代で 61.5％、20 代で 55.2％、
30 代で 56.5％、40 代で 60.0％、50 代で 50.5％、60 代で 46.6％であった（FTFJ、
2015）。また、渡辺（2021）によると、2020年の調査では、全国の知名度は 10代で 63.4％、








りにしない”公正と共生のまちづくり』明石書店、2018 年、34-73 頁。 
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